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カーボン・オフセットの可能性を考える
～低炭素社会への牽引車～

2008年4月15/16日

カーボン･オフセットフォーラム

チーフアドバイザー　末吉竹二郎

カーボン・オフセットフォーラム
キックオフ・ミーティング
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改めて『カーボン・オフセット』とは
p Carbon Neutral Co., の歴史

1997年、　二人の企業家
「計測、軽減、オフセット」の３点セット

p 意義
　－効果的気候政策の不可欠な部分　　　　

　　　　　・すぐに実行できる

　　　　　・社会コストが安い
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気候変動は、『今日の問題』
p 明日の問題ではない。いま、行動せねば我われ人
類は、消え行くであろう－ Lloyd’s

p 環境を犠牲にしたビジネスの成功は、ありえない
－ CBI

p 低炭素経済は、ビジネスの取ってリスクではなく、チ
ャンスにすべきだ　－　BT

p 顧客からの厳しい要求と、地球的課題を利益を挙
げながら解決する　－　GE
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CO2は空気汚染物質だ

p２００７年４月　　米国・最高裁判決

p２００２年　　　　　カリフォルニア州法

p EPAの権限を巡る州対連邦政府の争い

p CO2を巡る訴訟合戦
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CO2は負債だ
p 貸出の審査では、CO2は借金と見做す
－ B of A頭取

p 石炭火力発電所には、金を出さない
－ 炭素原則

p １兆円の金を出す
－ 機関投資家の行動計画
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株主提案の拡大

p０８年、５４件（２年前の倍）

p Fordの宣言
　　　２０２０年、　新車のGHGを３０％削減

　　　　　　　　－行動する機関投資家（年金基金）－
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英国の知恵と商魂

p 駐日英国大使館での商談会

p 英国外交政策の中心部

　　　－国際機関の強化、国際紛争の解決、などと共に

p CCPOの設置

2008年4月15/16日 7カーボン・オフセットの可能性を考える



8

１兆ドルの市場
p 世界の排出量取引

2006年 　3兆円
2007年 　6兆円
2008年 10兆円

　　　　　　　　＝巨大な手数料ビジネスの誕生

p L-W法案が通ればー米国
2020年 　1兆ドル
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地球は病んでいる

p 温暖化問題が、心配だ

p 環境税は、払ってもよい

　　　－　　　賛成　＞　反対　　－
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私のお金を使わないで

p 私のお金を使って、環境を壊さないで

p みんなの蓄えたお金は、社会のために
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緑の消費革命

＜2つの壁を破ろう＞

p 手の届く値段を

p 判断できる環境情報を

　　　－クッキーの袋に「CO2・75ｇ」
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一石二鳥、三鳥、、、、、

p 子どもの人生を変える

p 地域を蘇らせる

p 未来産業を生み出す
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地球が繋がる

p Co-benfits が生む国際連携

p 先進国と途上国の連携

p 都市と都市の連携
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都会の金が地方で生きる

＜広がるVER＞

p地域の再活性化

pコミュニティーが蘇る

p都会との経済交流
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『始末する』心意気

p 自分の出したものは、自分で消す

p お金で買うのは「免罪符」ではない

　　　　　－締めくくり、処理、浪費せず、つつましい事
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豪州・先住民のことば

地球を、大事に扱いなさい

地球は、親から貰ったものではありません

地球は、子どもからの預かりものですよ
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ご清聴ありがとうございました
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